経済科学部経済情報学科

井寄ゼミ　内容紹介
【ゼミ概要】

本ゼミでは「実験経済学」と「経済シミュレーション」を中心に学習をおこなっています。ゼミ進行の大まかな流れは

1． 教員による理論の講義・経済実験の実施・簡単なシミュレーション

2． 学生によるテキスト輪講

3． 学生による実験の実施

4． 実験結果のまとめとレポート

となります。

【経済学と実験】

　経済学の分析対象（経済・社会システム）は人間によって構成されるものであり、当然「人間の行動」をモデル化する必要があります。しかしながら、経済学が仮定する「人間」のモデルはかなり理想化されたものであり、しばしば現実の人間行動と乖離してしまうことがあります。現実社会で人間に与えられる情報など、環境の複雑さも理論による分析を困難にしています。

　これらの条件に対し、

· 実験者が被験者に与える情報など、環境を制御し

· 実際の人間の行動を観察・分析する

ための手法が「経済実験」であり、「実験経済学」と呼ばれる分野です。実際の実験は、現実の問題を簡略化した「ゲーム」を条件にしたがってプレイする形で実施されます。

【経済学とシミュレーション】

　経済学理論が想定する人間やシステムは、ある程度理想化されたものであり、より複雑・現実的な仮定が必要な場合があります。特に「人間」が構成するシステムの複雑さは理論計算だけでは分析困難なことが多く、コンピュータを使って様々な角度から応用を試みています。ゼミでは、基本的な人間行動に注目した簡単なシミュレーションの作成と実施を考えています。
【経済実験の例】

以下のルールに従い、２人の人で１，０００円を分けてもらいます。
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［ルール］

· あなたは１，０００円を受け取り、自分と相手でどのように分けるか決められます。

· 相手は、あなたの提案を受け入れるか拒否することができます。

· [image: image2.wmf]相手があなたの提案を受け入れればその通りお金を分け、拒否すれば１，０００円は没収（２人とも０円）となります。

· [image: image3.jpg]


あなたなら１，０００円をどう分けますか？

· また、相手の立場だったとしたらどう行動するでしょうか？

【シミュレーションの例】

　物を買うとき、他の人から受ける影響（紹介・口コミなど）を簡単なモデルを使って分析します。
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市場には青と黄色の2種類の製品（例えば携帯電話のキャリアなどを想定してください）が存在し、各消費者は自分の周りを観察し、より多く使用されている製品を好むものとする（要は売れているものほど欲しくなる）。 
消費者をコンピュータ上のマス目に並べ、どちらの製品が普及するかを分析する。


Excelを使った簡単なシミュレーション








